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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃焼室（３１）と、
　上記燃焼室（３１）の中への燃料の噴射手段（５１）と、
　上記燃焼室（３１）の中へ、第１流体層の形をなす空気（４１）を含むガス状支燃性物
質を選択的に給気するための給気手段（３４、３５）と、
　上記燃焼室（３１）の外への燃焼ガス（５０）の排出を選択的に可能にする排気手段（
４３、４４）と、
　燃焼ガスの第１濃度に従って、第１流体層の中へ燃焼ガス（４２）を再循環させるため
の第１流量制御手段（５９）を含む再循環手段（５８）であって、上記第１流量制御手段
は、流量制御の第１信号によって操作される再循環手段（５８）と、
　マッピング　データ　ベースと、
　を有する、燃料直接噴射のディーゼルエンジンである、サイクリックな動作をする熱エ
ンジンの制御方法において、
　さらに、少なくとも上記エンジンの燃料注入量を測定することからなるエンジンの動作
状態の決定段階と、上記エンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）の測定段階を有し、これらの２つ
の段階は第１時間間隔（ｎ）について実行され、あらかじめ記録された上記マッピング　
データ　ベースの読み取り段階が、決定された各動作状態についての許容最大エンジン騒
音Ｂｒｃ（ｎ）のレベルを指示し、上記方法は、さらに、次のサイクル（ｎ＋１）のため
の新しい層状化制御の値Ｓｔｒ（ｎ＋１）を、サイクルｎの層状化制御の値Ｓｔｒ（ｎ）
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と補正関数Ｑとを用いた計算式である、Ｓｔｒ（ｎ＋１）＝Ｓｔｒ（ｎ）＋Ｑ（Ｂｒｍｌ
（ｎ）－Ｂｒｃ（ｎ））によって算出し、上記燃焼室の中に、上記第１時間間隔の後の第
２時間間隔（ｎ＋１）の間持続する、測定された上記エンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）が、
上記許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）にとどまるか、上記許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ
（ｎ）以下となるような、それぞれ異なる再循環ガスの濃度を有する、少なくとも２つの
ガスの層を生成することから構成される層状化制御の段階を有することを特徴とする、熱
エンジンの制御方法。
【請求項２】
　上記エンジンの動作状態の決定段階と、上記エンジンの騒音の測定段階は、流量の制御
信号が、エンジンの騒音の平均測定値と、エンジンの動作の平均状態の決定に対応するよ
うに、エンジンの複数サイクルの時間間隔に亘って実行されることを特徴とする、請求項
１に記載の熱エンジンの制御方法。
【請求項３】
　上記給気手段は、上記燃焼室の中への、ガス状支燃性物質の第１流体の層と第２流体の
層の給気をそれぞれ可能にする、上記ガス状支燃性物質の第１給気口と第２給気口を有す
ることを特徴とする、請求項１～２のいずれか１つに記載の熱エンジンの制御方法。
【請求項４】
　上記再循環手段（５８）は、可変で制御された第２の比率の再循環ガスを有する第２の
流体の層の、上記燃焼室の中への給気を可能にするように、再循環ガスの第２流量制御手
段（５４）を有することを特徴とする、請求項１～３のいずれか１つに記載の熱エンジン
の制御方法。
【請求項５】
　上記エンジンの各サイクルは給気過程を有し、上記給気過程の間に、各々が時間と共に
変化する再循環ガスの濃度を有する、支燃性物質のガスの複数の層を形成するように、給
気される上記再循環ガスの流量が可変であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか
１つに記載の熱エンジンの制御方法。
【請求項６】
　上記エンジンの燃料注入量の測定は、流量計または燃料噴射の持続時間の計測手段によ
って実行されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１つに記載の熱エンジンの制
御方法。
【請求項７】
　上記エンジンは、上記燃焼室内のガスの圧力のセンサ、上記エンジンのトルクのセンサ
、上記エンジンの加速度のセンサの少なくとも１つであり得る、騒音の測定手段を有する
ことを特徴とする、請求項１～６のいずれか１つに記載の熱エンジンの制御方法。
【請求項８】
　上記再循環手段は、空圧式、油圧式、または電気式制御手段の少なくとも１つによって
制御される弁を有することを特徴とする、請求項１～７のいずれか１つに記載の熱エンジ
ンの制御方法。
【請求項９】
　上記流量制御の第１信号は、上記エンジンの騒音測定値Ｂｒｍ（ｎ）と、マッピングに
よる上記許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）との間の差によって変化する関数であること
を特徴とする、請求項１～８のいずれか１つに記載の熱エンジンの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、圧縮点火熱エンジンに適用されるＥＧＲ（外部燃焼ガス再循環
）の配分方法に関する。
【０００２】
　より詳細には、本発明は：
　燃焼室と；
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　上記燃焼室の中への燃料の噴射手段と；
　上記燃焼室の中へ、第１流体層の形をなす空気を含むガス状支燃性物質を選択的に給気
するための給気手段と；
　上記燃焼室の外への燃焼ガスの排出を選択的に可能にする排気手段と；
　燃焼ガスの第１濃度に従って、第１流体層の中へ燃焼ガスを再循環させるための第１流
量制御手段を含む再循環手段であって、上記第１流量制御手段は流量制御の第１信号によ
って操作される再循環手段と；
　マッピング　データ　ベースと；
　を特に有する、燃料直接噴射のディーゼルエンジンのような、サイクリックな動作をす
る熱エンジンの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　再循環ガスの利用、すなわち、レシプロエンジン、より詳細には圧縮点火エンジンの燃
焼室の中へ排気ガスが再循環されるＥＧＲは、当業者に周知である。再循環ガスは、先行
するサイクルの燃焼によって発生されるガスであり、従って酸素は乏しい。再循環ガスは
、汚染物質の排出を減少させるため、または燃焼の進行を調整するために、空気と混合し
て使用される。より詳細には、再循環ガスを含む空気／燃料混合気の燃焼時間は、再循環
ガスを含まない同等の空気／燃料混合気の燃焼時間よりも長い。従って、汚染粒子の生成
のリスクがある、燃料の燃焼が困難で不完全になる最大濃度まで、再循環ガスを混合気に
加えることによって、空気／燃料混合気の燃焼を遅らせることが可能である。
【０００４】
　再循環ガスの供給が、燃焼室外に局部化された回路から実行されるときに、外部ＥＧＲ
と呼び、燃焼の残留ガスが燃焼室内に捕捉されてとどまるときに、内部ＥＧＲと呼ぶ。提
案される本発明は、主に外部ＥＧＲの管理と、エンジンの騒音を減少させるための、燃焼
室内へ吸入される再循環ガスの吸入の制御方法に関する。
【０００５】
　燃焼の騒音は、燃焼速度、すなわち支燃性物質による燃料の酸化から生じるエネルギが
開放される速度と関係がある。再循環ガスの使用は、燃焼時間の延伸と、相関的に、エン
ジンの騒音の減少を可能にする。
【０００６】
　しかしながら、再循環ガスの使用によるエンジンの騒音の減少は、エンジンの効率に対
して有害であり得る。　
　このことが、多くのエンジン製作者が、単数または複数の燃焼室内における再循環ガス
の付加の制御と、特にガスの層の生成を目論んだ、様々な解決方法を開発してきた理由で
ある。
【０００７】
　先に「技術分野」で定義した、再循環ガスの給気の制御を可能にするタイプのエンジン
は、例えば広島県安芸郡のマツダ株式会社の特許文献ＥＰ　１　２４３　７７７に記載さ
れている。　
　この文献には、燃焼室と、給気手段と、排気口と、給気へのガスの再循環手段とを有す
るエンジンが開示されており、再循環される燃焼ガスは、排気から集められる。
【０００８】
　燃焼室の中へ再循環されるガスの流量は、コンピュータによって操作される弁によって
制御される。燃焼室の中へ噴射される燃料量も、同じコンピュータによって操作される噴
射ポンプによって制御される。　
　給気装置に設けられた空気流量のセンサと温度センサが、燃焼室の中へ吸入される空気
量を計測することを可能にする。　
　吸入空気の流量と温度の測定値は、給気の状態を知るために、マッピング　データ　ベ
ースの中にあらかじめ記録された情報と照合される。この処置は、実際の吸入空気量に影
響する大気温度や大気圧の変化のような、車両の環境の変化を考慮に入れるために行われ
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る。
【０００９】
　所定の環境状態と、それに対応するエンジンの制御があらかじめ記録されているデータ
　ベースは、エンジンの制御を環境に適応させるために使用される。
【００１０】
　しかしながら、この方法は、特に快適性のために最小化する必要がある、エンジンの騒
音を最適化させることを可能にしないという問題がある。
【００１１】
【特許文献１】ＥＰ　１　２４３　７７７
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は上記問題を解消し、エンジンの騒音を減少し、場合によってはその効率を改良
するために、ガスの吸入と、再循環ガスの層状化とも呼ばれる、燃焼室の内部におけるガ
スの層の生成を制御することを可能にする、熱エンジンの制御方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、他の見地では上記の「技術分野」に記したような定義に合
致する本発明の熱エンジンの制御方法は、さらに、少なくとも上記エンジンの燃料注入量
を測定することからなるエンジンの動作状態の決定段階と、上記エンジンの騒音Ｂｒｍｌ
（ｎ）の測定段階を有し、これらの２つの段階は第１時間間隔（ｎ）について実行され、
あらかじめ記録された上記マッピング　データ　ベースの読み取り段階が、決定された各
動作状態についての許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）のレベルを指示し、上記方法は、
さらに、上記燃焼室の中に、上記第１時間間隔の後の第２時間間隔（ｎ＋１）の間持続す
る、測定された上記エンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）が、上記許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ
（ｎ）にとどまるか、上記許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）以下となるような、それぞ
れ異なる再循環ガスの濃度を有する、少なくとも２つのガスの層を生成することから構成
される層状化制御の段階を有することを特徴とする。
【００１４】
　従って、本発明によるこの方法は、実際のエンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）を測定または
評価することと、許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）と比較することからなり、許容最大
エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）は、エンジンの与えられた動作状態に対応してあらかじめ記録
されたデータである。
【００１５】
　エンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）が、マッピングによる許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ
）よりも大であるときには、燃焼室の層の間の再循環ガスの濃度差を増加させるように、
流量の制御信号が第１流量制御手段へ送られる。この目的は、特に第１流体層の中へ再循
環されるガスの流量の増加によって達成される。この流量の制御信号は、燃焼室内におけ
るガスの層の生成を可能にするので、層状化制御とも呼ばれる。層状化制御の効果によっ
て、燃焼室内へ再循環されるガスの比率が局部的に増加し、このようにして異なる再循環
ガスの比率を有するガスの層が生成される。再循環ガスの濃度が濃い１または複数の層の
燃焼は、再循環ガスの比率が低い層に比して遅延され、エンジンのサイクルの間における
燃焼全体の持続時間を延長と、相関的に、エンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）の減少が可能に
なる。
【００１６】
　エンジンの騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）が、マッピングによる許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ
）よりも小であるときには、燃焼室の層の間の再循環ガスの濃度差を減少させ、相関的に
、燃焼速度を増加させるように、流量の制御信号が第１流量制御手段へ送られる。
【００１７】
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　この、２つの層の間の再循環ガスの濃度差の減少は、それまで高濃度であった層の再循
環ガスの濃度を減少させることによっても、それまで低濃度であった層の再循環ガスの濃
度を増加させることによっても行うことができ、場合によっては、これらの２つの操作を
同時に実行することによっても行われる。
【００１８】
　それまで高濃度であった層の再循環ガスの濃度を減少させることが望ましいときには、
第１流体層の中への再循環ガスの流量を減少または停止させる、新しい流量の制御信号を
発生させることができる。
【００１９】
　それまで低濃度であった層の再循環ガスの濃度を増加させることによっても同じ目的を
達成することができる。
【００２０】
　本発明に特有の実施の形態によれば、上記エンジンの動作状態の決定段階と、上記エン
ジンの騒音の測定段階は、流量の制御信号が、エンジンの騒音の平均測定値と、エンジン
の動作の平均状態の決定に対応するように、エンジンの複数サイクルの時間間隔に亘って
実行される。
【００２１】
　この実施の形態は、測定値の平滑化を可能にし、従って、孤立して離散的すなわち非整
合な測定結果による影響を減少することを可能にする。
【００２２】
　本発明に特有の他の実施の形態によれば、上記層状化制御の段階に発生される上記流量
制御の第１信号は、上記第２時間間隔の全体の間、固定された平均値を有する。
【００２３】
　このようにして、第２時間間隔がエンジンの複数サイクルであるときには、層状化制御
は、複数のサイクルに亘って平滑化され、このことが、第１信号の値の変化に対するエン
ジンの反応の遅延を考慮に入れることを特に可能にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明の特徴及び利点は、参考のためであって非限定的な、添付図面を参照する、以下
の説明によって明確になるであろう。これらの図において：
　図１は、燃焼室の中へ吸入される再循環ガスの層状化の最適化方法を示し；
　図２は、各燃焼室に対する再循環ガスの流量制御手段を有する燃焼エンジンを示し；
　図３は、複数の燃焼室に共通の再循環ガスの流量制御手段を有する燃焼エンジンを示す
。
【００２５】
　先に述べたように、本発明は、燃料直接噴射のディーゼルエンジンのような、サイクリ
ックな動作をする熱エンジンの制御方法に関する。
【００２６】
　図１は、本発明による制御方法の１実施例である、エンジンの騒音を許容最大エンジン
騒音以下に維持するための、本発明の制御方法を示す。
【００２７】
　この制御方法は、層状化と呼ばれる機能、すなわち他の層に対して再循環ガスの比率を
変えることが可能な流体の層の生成による、エンジンに騒音の制御からなる。
【００２８】
　この特有の実施の形態においては、それぞれが流量の制御手段によって調節された再循
環ガスの比率を有する、少なくとも２つの流体の層が燃焼室に供給される。　
　これらの２つの流体の層は、燃焼室に供給され、空気と可変の再循環ガスの量を含む流
体の層を形成する。望ましくは、層の再循環ガスの比率は、燃料注入量の比率の関数であ
る。
【００２９】
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　このようにして生成された各流体の層は、適切な比率の再循環ガスを有し、従って、適
切な点火遅れと適切な燃焼速度を有し、このことが燃焼室全体の中における燃焼時間を延
伸することを可能にする。　
　各層の再循環ガスの比率と、層の間の再循環ガスの比率の差の調節は、燃焼速度の制御
と燃焼騒音の減少を相関的に可能にする。例えば、２つの流体の層の各再循環ガスの比率
の値の差を変更することによって、燃焼速度を制御することができる。
【００３０】
　より詳細には、図１に示す閉ループの制御方法は、エンジンから発生される騒音Ｂｒｍ
ｌ（ｎ）の測定の、サイクルｎにおける第１段階からなる。エンジンの騒音の測定は、燃
焼室内における燃焼速度を検出することを可能にするあらゆる技術によって実行すること
ができる。これを実行するために、燃焼室内の圧力が急激に上昇する時間の間隔を検出す
ることができる。この測定は、特にクランク軸によって伝達されるトルクのセンサを用い
て、または燃焼室内の圧力の測定信号を発生するセンサを用いて、実行することができる
。この測定は、シリンダヘッドまたはクランク軸に設けられた加速度計を用いて、加速度
の最大値を求めることによって実行することもできる。
【００３１】
　エンジンの動作点に関する情報を収集する第２段階は、騒音Ｂｒｍｌ（ｎ）の測定段階
と同じ時間間隔の間に実行される。動作点は、与えられたエンジン回転数に対して噴射さ
れる燃料の量に主として対応する。サイクルｎにおけるエンジンの動作点に関するその他
の情報も、エンジンの状態を決定するために収集することができる。　
　消費される燃料の量は、流量計による直接的な測定と、噴射器の制御持続時間と噴射さ
れる燃料の圧力による間接的な測定との、少なくとも一方によって測定される。間接的な
測定値から計算される燃料の量は、燃料の温度と燃焼室の内部の圧力との少なくとも一方
によって補正される。
【００３２】
　マッピング　データ　ベースは、サイクルｎにおいて計測されたエンジンの状態に対応
する、マッピングされた許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）を指示するための参照値の役
に立つ。　
　そこで、コンピュータは、サイクルｎにおけるエンジンの動作点についての許容最大騒
音Ｂｒｃ（ｎ）を、同じサイクルｎについてエンジンの騒音測定値Ｂｒｍ（ｎ）と比較す
る。
【００３３】
　先に言及したように、もしエンジンの騒音測定値Ｂｒｍ（ｎ）が、マッピングされた許
容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）よりも大であれば、次のサイクル（ｎ＋１）のための新
しい層状化制御の値Ｓｔｒ（ｎ＋１）を、サイクルｎの層状化制御の値Ｓｔｒ（ｎ）に比
して増加する。層状化制御の値の増加は、異なる再循環ガス濃度を有するガスの層を生成
することを可能にし、相関的に異なる燃焼速度をもたらすことを可能にする。従って、燃
焼時間が延伸され、このことがエンジンの騒音を減少させることを可能にする。
【００３４】
　もしエンジンの騒音測定値Ｂｒｍ（ｎ）が、マッピングされた許容最大エンジン騒音Ｂ
ｒｃ（ｎ）よりも小であれば、次のサイクル（ｎ＋１）のための新しい層状化制御の値Ｓ
ｔｒ（ｎ＋１）を、サイクルｎの層状化制御の値Ｓｔｒ（ｎ）に比して減少させる。層状
化制御の値Ｓｔｒ（ｎ＋１）の減少は、燃焼室の層の間の再循環ガス濃度の差を減少させ
ることを可能にし、相関的に燃焼速度を増加させる。
【００３５】
　この騒音の制御方法は、その後のエンジンのサイクルについて繰り返すことが可能であ
る。
【００３６】
　測定の時間間隔は、望ましくはエンジンの全サイクル数に対応し、測定値は、測定結果
を平滑化するために、望ましくは複数のサイクルについて平均される。



(7) JP 4854505 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

【００３７】
　この制御方法の層状化制御は、単独のサイクルｎに基礎を置くことができ、あるいは複
数のサイクルの平均値に基礎を置くことができる。
【００３８】
　層状化制御の値Ｓｔｒ（ｎ＋１）、すなわち再循環ガスの流量制御の第１信号は、マッ
ピングされた補正関数Ｑを用いて補正することもできる。望ましくは、この補正関数Ｑは
、エンジンの騒音を減少させるための層状化信号に対する、エンジンの感度と応答時間を
考慮に入れる。　
　層状化制御の値は、単数または複数の測定の直後のサイクルに適用することができ、あ
るいは複数サイクル遅らせてもよい。層状化制御の値は、燃焼室ごとに適用してもよく、
あるいは燃焼室の全体に適用してもよい。
【００３９】
　層状化関数は、オール　オア　ナッシングの関数でも、エンジンの騒音測定値Ｂｒｍ（
ｎ）とマッピングされた許容最大エンジン騒音Ｂｒｃ（ｎ）との差に比例して連続変化す
る関数でもよい。
【００４０】
　ある場合には、燃焼室内への再循環ガスの流量は、燃焼室内における再循環ガス全体の
比率の管理方法のような、第２の制御方法によって管理されるパラメータであることもで
きる。この場合、２つの制御方法が互いに相反するガスの流量のパラメータの制御オーダ
を与えることがあり得る。従って、制御間の対立のリスクを回避するために、これらの方
法のどちらを優先するかに応じて、一方の方法が他方の方法の上位に立つようにあらかじ
め定める。
【００４１】
　図２、３は、上述の制御方法を実地に適用するための燃焼ガスの再循環制御回路が設け
られた、２つのエンジン３０、６０の例をそれぞれ示す。これらのエンジン３０、６０の
各々は、３シリンダ、すなわち３つの燃焼室３１、３２、３３を有する。各燃焼室３１、
３２、３３は、燃料噴射器５１、５２、５３と、２つの別々の流体の層を各燃焼室へ導入
するための、互いに分離された、それぞれ２つの給気口３４～３９を有する。各流体の層
は、燃焼室の中にガスの層を形成するように、含有率が時間的に変化する再循環燃焼ガス
を有することができる。
【００４２】
　第１、第２、第３燃焼室は、それぞれ燃焼ガス５０の第１、第２排気口４３～４８を有
する。　
　これらの排気口の全体は、主排気管４９に接続される。　
　図２、３に示す各エンジンには、ターボ５７と、再循環手段が設けられている。再循環
手段は、燃焼ガス５０の一部を回収して給気の中へ導入することを可能にする。
【００４３】
　図２に示すエンジン３０の給気口３４～３９は、空気４１と再循環燃焼ガス４２を給気
するための主給気管４０に接続されている。
【００４４】
　主給気管４０自身は、再循環燃焼ガス４２の再循環手段５８を介して、主排気管４９へ
接続される。　
　再循環手段５８は、主給気管４０の中へ再循環される燃焼ガスの割合を制御する制御弁
５９を有する。従って、この制御弁５９は、唯一の流量制御手段によって、給気口３４～
３９及び燃焼室３１～３３の全体に対する燃焼ガスの流量の制御を可能にする。　
　第１、第２及び第３層状化弁５４～５６は、それぞれ燃焼ガスの再循環手段５８を第２
給気口３５、３７、３９へ連結する。　
　３つの層状化弁、すなわち第１、第２及び第３層状化弁５４～５６の各々は、それぞれ
の燃焼室３１～３３の層状化を個別に制御する。
【００４５】
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　例えば第１層状化弁５４は、第２給気口３５を通過する流体の層の中への再循環ガスの
給気を可能にする。従って、第２給気口３５を通過する流体の層は、可変で、第１層状化
弁５４と、再循環燃焼ガスの割合の制御弁５９との、少なくとも一方によって制御される
、再循環ガスの比率を有する。
【００４６】
　第１給気口３４を通過する流体の層は、再循環燃焼ガスの割合の制御弁５９のみによっ
て制御される可変の再循環ガスの比率を有する。　
　従って、第１燃焼室３１の中の流体の層のあいだの再循環ガスの濃度の差は、第１層状
化弁５４を使用することによって調節することが出来る。
【００４７】
　図３に示すエンジン６０は、燃焼室全体に対する再循環ガスの流量とそれらの層状化の
、同時で、集中的な制御を可能にする。
【００４８】
　この図のエンジン６０は、第１主給気管６１と第２主給気管６２を有する。　
　第１主給気管６１と第２主給気管６２は、第１主給気管６１に対する第１再循環手段６
３と、第２主給気管６２に対する第２再循環手段６４とを介して、主排気管４９に接続さ
れる。
【００４９】
　第１主給気管６１は、同じ再循環ガスの濃度を有する第１の流体の層の給気を可能にす
る第１給気口３４、３６、３８へ接続される。
【００５０】
　第２主給気管６２は、同じ再循環ガスの濃度を有する第２の流体の層の給気を可能にす
る第２給気口３５、３７、３９へ接続される。
【００５１】
　第１主給気管６１と第２主給気管６２のそれぞれの再循環ガスの流量は、互いに独立で
、それぞれ第１弁６５と第２弁６６によって制御される。
【００５２】
　この特有の組み立ては、全ての燃焼室内における再循環ガスの比率を、２つの弁によっ
て制御することを可能にする。これらの２つの弁は、第１再循環手段６３と第２再循環手
段６４をそれぞれ通過する再循環ガス４２の流量の差を操作することによって、層状化の
制御も可能にする。
【００５３】
　図２に示されたエンジン３０と同様に、再循環される排気ガスの流量の制御手段は、空
圧式、油圧式、または電気式制御手段の少なくとも１つによって制御される弁によって構
成される。これらの弁は、連続または不連続なガスの流量を供給することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】燃焼室の中へ吸入される再循環ガスの層状化の最適化方法を示す図である。
【図２】各燃焼室に対する再循環ガスの流量制御手段を有する燃焼エンジンを示す模式図
である。
【図３】複数の燃焼室に共通の再循環ガスの流量制御手段を有する燃焼エンジンを示す模
式図である。
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